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安全上のご注意
製品を安全にご使用いただくため、「安全上のご注意」をご使用の前によくお読みください。

お読みになった後は必要なときにご覧になれるように大切に保管してください。

絵表示について この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々
への危害や財産への損害を未然に防止する為に、いろいろな絵表示をして
います。
その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文
をお読みください。

警告 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷
を負う可能性が想定される内容を示しています。

注意
この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可
能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内
容を示しています。

絵表示の例 3記号は注意（警告を含む）を促す内容があることを告げるもの
です。近傍に具体的な注意内容が描かれています。

記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近傍
に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。近傍
に具体的な指示内容が描かれています。

お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障、その他の不具合またはこの製
品の使用によって受けられた損害については、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社
は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。
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警告

本製品を前方の視界を妨げる場所や、運転操作の
妨げる場所、同乗者に危険を及ぼす場所には取り
付けないでください。交通事故や怪我の原因とな
ります。

大型トラックや寒冷地仕様のディーゼル車などの
24V車で使用しないでください。火災などの原因
となります。本製品はDC12V-アース車専用です。

配線作業中は、バッテリーの-端子を外してから
行ってください。
ショート事故による感電や怪我の原因となりま
す。

本製品の配線は必ず、取扱説明書に記載してある
通りに行ってください。
配線を間違えますと、火災、その他の事故の原因
となります。

コードの被覆を切って、他の機器の電源を取るこ
とは絶対にお止めください。リード線の電流容量
をオーバーし、火災・感電の原因となります。

実 施

実 施

禁 止

禁 止

本製品を取り付けの際には、必ず付属の取付用部
品をご使用ください。取付用付属品をご使用にな
らないと、製品内部を壊し、ショート事故による
火災が起こるおそれがあります。また、取り付け
不備により運転中に製品が外れて人に当るなど、
怪我の原因となります。

実 施

禁 止
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警告

車両電源配線用コード以外で延長しないでくださ
い。
コードの被覆が破れやすく、ショート・発熱事故
による火災が起こるおそれがあります。
また、電流容量オーバーにより、火災が起こるお
それがあります。

アースコードを、ステアリング部やブレーキライン系統などの重要保
安部品のボルトやナットに取り付けないでください。事故などの原因
となります。

本製品の取り付け終了後に、車のブレーキランプ、
ヘッドランプ、ウィンカー、ワイパーなどが正常
に動作することを確認してください。正常に動作
しない場合は、正常に動作するように取り付けを
やり直してください。

本製品、または車両のヒューズが切れたときは、コードがショートし
ていないことを確認後、必ずヒューズに表示されている容量（アンペ
ア数）の新しいヒューズと交換してください。規定容量以外のヒュー
ズを使用しますと、火災の原因になります。

事故防止のため、電池やネジなどの小物類は幼児の手の届かないとこ
ろに保管してください。万一飲み込んだ場合は、直ちに医師に相談し
てください。

禁 止

禁 止

実 施

実 施

車両の板金部の近くを通るコードには、保護用テ
ープを巻いてください。
コードが切れると、ショート事故により、火災と
なるおそれがあります。

実 施

注 意

車体に穴を開けて取り付ける際は、パイプ類・タ
ンク・電気配線などの位置を確認のうえ、これら
と当たったり接触することがないようにしてくだ
さい。火災の原因になります。

注 意
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警告
運転中の音量は、車外の音が聞こえる程度でご使
用ください。

運転者が以下のような行為をするときは、必ず、
安全な場所に車を停車させてから、行ってくだ
さい。
●各種設定や調整
●ネーム入力の操作

製品を分解したり、改造しないでください。事故・火災・感電の原因
となります。

ディスプレイが表示されない、音が出ないなどの故障状態で使用しな
いでください。そのまま使用すると、事故・火災・感電の原因となり
ます。

修理は必ず購入店、ケンウッドサービスセンター、または営業所にご
依頼ください。

万一、＜異物が入った・水がかかった・煙が出
る・変な匂いがするなど＞異常が起こりました
ら、直ちに使用を中止し、必ず＜お買い上げの販
売店＞にご相談ください。そのまま使用すると、
事故・火災・感電の原因となります。

実 施

実 施

禁 止

禁 止

実 施

実 施

注 意

運転者は文字情報などに気を取られないでください。前方不注意によ
る交通事故の原因になります。
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注意

本製品を車載用として以外の用途では使用しないでください。

リモコンには指定以外の電池を使用しないでください。また、電池の
入れ替えは極性に注意し指示通りにおこなってください。乾電池の破
裂、液漏れなどにより、火災や怪我の原因となることがあります。

ディスク挿入口に指を入れないでください。怪我
をすることがあります。

禁 止

禁 止

禁 止

カーオーディオ製品の取り付け・配線は専門技術と経験が必要です。
安全のため＜お買い上げの販売店＞にご依頼ください。

ガラス部品を使用している製品を落としたり、強い衝撃を与えない
でください。割れてけがをするおそれがあります。

本製品の通風口や放熱器をふさがないでください。通風口や放熱器を
ふさぐと内部が高温になり、火災の原因になることがあります。

禁 止

実 施

注 意

ディスプレイ部の開閉中には、手や指を近づけ
ないでください。挟まれて怪我をすることがあ
ります。禁 止



KDC-C110,KDC-C106,KDC-C11,KDC-C10,KMD-
C80は直接接続することができます。

●
KDC-C200, KDC-C300, KDC-C301, KDC-C50,
KDC-C55のいずれかを接続するときは、別売
品の"CA-DS100"が必要です。別途お買い求め
ください。
また、C705i ,C705sr, MD6,MD66を接続すると
きは、別売品の"CA-KD20"が必要です。別途
お買い求めください。

●
CD/MDチェンジャースイッチングユニット
“KCA-S200”を使用するとディスクチェンジ
ャーを2台コントロールすることができます。
接続等詳しい説明はKCA-S200付属の取扱説明
書をご覧ください。

●
上記以外のケンウッド製ディスクチェンジャ
ー、および他社製のディスクチェンジャーは、
本機に接続することはできません。接続する
と故障や破損の原因となります。

●
接続している機種により、使用できる機能が
異なる場合があります。

DSP効果を得るために本機は4スピーカーシス
テムでご使用ください。

直射日光のあたる場所、熱風のあたる場所、水
のかかる場所、しっかりした取り付けのできな
い場所、振動の多い場所には設置しないでくだ
さい。

直射日光下で窓を閉めきっていると、自動車内
は非常に高温になります。
本機内部が60℃を越える高温になると、保護回
路が働いてMDやCDの演奏ができなくなった
り、音量が下がって少し歪んだ音になります。
このようなときは、車内の温度を下げてくだ
さい。保護回路機能が解除され、正常な状態
に戻ります。もし正常に動作しないときは本
機のリセットボタンを押してください。

カードリモコンをご使用になる前に次の手順
で電池を入れてください。
ペンの先などで1の方向にロックを外しなが
ら2の方向へ電池ボックスを引き出します。
付属のリチウム電池 (CR2025)を電池ボックス
の表示にしたがって+と-を間違えないよう
に入れてください。
電池が消耗した場合も同様に新しい電池と交
換してください。

本機の前面パネルが汚れたときは、シリコン
クロスかやわらかい布でからぶきしてくださ
い。固い布や、シンナー、アルコールなど揮
発性のものでふくと、傷が付いたり文字が消
えることがあります。

●
CD挿入口は、ホコリがたまりやすいので、
時々掃除してください。ホコリがたまった状
態でCDを挿入するとCDにキズが付くことがあ
ります。

寒いときにヒーターをつけた直後など、本機内
部に露（水滴）がつくことがあります。これを
結露といい、この状態ではMDやCDの読み取り
ができなくなることがあります。
このような場合は、MDやCDを取り出して約１
時間ほど放置すると、結露が取り除かれます。
もし、何時間たっても正常に動作しない場合
は、購入店、ケンウッドサービスセンター、
または営業所へご相談ください。
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使用上のご注意

セットのお手入れについて

結露について

ディスクチェンジャーの接続について カードリモコンの電池について

2

1

DSP効果を得るために

取り付け時の注意

温度について

1

2



万一、セットの異常にお気づきのときは、まず
ペン先などで本機のリセットボタンを押して
ください。それでも正常に戻らないときは、そ
のままの状態で購入店、ケンウッドサービス
センター、または営業所へご相談ください。

MDのシャッターは開けられないようになって
います。無理に開けるとカートリッジが破損
して使用できなくなります。
シャッターが何らかの原因で開いてしまった
ときには、記録部分に指が触らないようにし
てください。記録部分に触れると使用できな
くなったり、音飛びを頻繁に起こすようにな
ります。

ラベルのはがれかかったMDは使用しないでく
ださい。ラベルが浮いていたり、はがれかか
っているMDを使用すると、本機の中ではがれ
て取り出せないなど故障の原因となります。

MDを長時間本機に入れたままにしないでくだ
さい。また、取り出したMDは、MD専用ケー
スに入れて保管してください。

MDを直射日光の当たる場所（ダッシュボード
の上など）など温度が高くなるような場所に
放置しないでください。MDのカートリッジが
変形して使用できなくなります。

データ用のMDは使用できません。音楽用の
MDを使用してください。

レンズクリーナーについて
レンズクリーナーは使用しないでください。
故障の原因になります。

9

MDのシャッターについて

高温に注意

ラベルのはがれかかったMDは

MDの保管について

データ用のMDについて

セットの異常にお気づきのときは

DIGITAL
AUDIO

MINI DISC

  

ANG

FM  MULTI
D

FC

DISP

DPX-910 MD

TI
ANG 

TEXT

D.SCNREPRDMSCNSCRLEQ M.RDM S
P

S.
B.
F.

リセットボタン
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CDの汚れや、ゴミ、きず、反りなどが、音飛
びなどの誤動作や、音質劣化の原因になること
があります。
取り扱いは、記録面に触れないようにします。

ラベルが印刷されていな
い面が、記録面です。

記録面はもちろん、ラベ
ルが印刷されている面に
も、紙テープなどを貼ら
ないでください。
CDにセロハンテープやレ
ンタルＣＤのラベルなど
の糊がはみ出したり、剥
がした痕があるものはお
使いにならないでくださ
い。そのままCDプレヤー
にかけるとCD が取り出せ
なくなったり、故障する
ことがあります。

直射日光があたる場所（シートやダッシュボ
ードの上）など、温度が高い場所には置かない
でください。

●
長期間演奏しないときは、本機からCDを取り
出して、ケースに入れて保管してください。
きず、汚れ、反りの原因になりますので、ケ
ースに入れずに重ねて置いたり、斜めに立てか
けて保存しないでください。

CDが汚れたときは、市販のクリーニングクロ
スややわらかい木綿の布などで、中心から外側
に向かって軽くふきとってください。
従来のレコードクリーナー、静電防止剤や、シ
ンナーやベンジンなどの薬品は絶対に使用しな
いでください。

新しいCDを使うときは、CDのセンターホール
や外周部に"バリ"がないことを確認してくださ
い。“バリ”がついたまま使用すると、CDが挿
入できなかったり音とびの原因になります。"
バリ"があるときは、ボールペンなどで取り除
いてから使用してください。

音質向上やディスク保護を目的としたディスク
用アクセサリー（スタビライザー、保護シー
ト、レンズクリーナーなど）は故障の原因とな
るので利用しないでください。

●
市販の8cmCD用のアダプターも使用しないで
ください。故障となる場合があります。
本機で8cmCDを使用する際にアダプターは必
要ありません。
また、接続するCDチェンジャーで8cmCDを使
用する場合は別売の8cmCD用マガジンをご使
用ください。

紙テープなど

糊のベタつき

CDの取り扱い

CDの保存

CDのお手入れ

バリ

バリ

センターホール

外周　

8 cmCD用
アダプタ－

8 cmCD

CD

シート

新しいCDを使うときは

CD用アクセサリーについて

使用上のご注意
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記録面（ラベル面の反対側）が着色してある
ものや汚れているCDは引き込まない、取り出
せないなどの誤動作をすることがあります。
また、特殊な形状のCDは使用できません。必
ず円形のものをご使用ください。円形以外の
CDを使用すると故障の原因になります。

本機からCDを取り出すときは水平方向に引き
出してください。
下側に強く押しながら引き出すとCD記録面に
傷をつける原因となります。

このようなCDは使用できません

CDの取り出しかた
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FM MULTI MODE

CD 

DIGITAL
AUDIO

MINI DISC

MULTIPLE SOURCE CONTROL

  

ANG

FM  MULTID.SCNREPRDMSCNSCRLEQ

FC

DISP

PWR 
OFF 

FUNCTION

AUDIO

MD CD DSP RECEIVERDPX-910 MD

TI
ANG 

DIGITAL SIGNAL PROCESSOR

MODE

REMOTE 

USER PRESET M.CALLPOSITION DEMO
ROOM SIZE

SFC

SFC LEVEL
DBB

COMPRESS
KBS

MENU

TEXT

M.RDM

AF.S.

湾 東 ( )岸 石 川 町 空 港 中 央 1 8分 ←

AUDIO

NAME
SET

D

P
S

S.

F.
B.

CLK
ADJ.

MD
OPEN
CLOSE

CONTROL

DSP MODE

FM Multi Data Display

Digital Signal Processor

FM文字多重情報

デジタルシグナルプロセッサー

音声放送の周波数帯域に追加された文字情報
を、通常の音声放送を聴きながら同時に見る
ことができます。

● FM文字多重放送は全国JFN系列の「見えるラ
ジオ」、J-WAVE、FM802などのJFL加盟局、
主要8都市のNHK-FMで受信可能です。

● 文字情報は放送に合わせた内容の番組や、放
送内容とは別の情報（ニュース、交通情報、
天気予報など）を提供する番組があります。

車の中では、今一つ思い通りの音にならない
ことがあります。これは、車室が狭く音響特
性が良いとはいえないからです。この狭い空
間で音声信号を補正し、音響効果をデジタル
コントロールするのがDSPです。

●サウンドフィールドコントロール
コンサートホールなどさまざまな音場での音
の聴こえ方を、車内でも擬似的に再現する機
能です。
また、各音場モードでは効果を加えるレベル
を3段階で調整できます。

●DSPバスブースト
サウンドフィールドコントロールモード時にリア出力の低音を3段階で補正する機能です。

●コンプレッション
クラシック音楽などダイナミックレンジの大きい音楽を聴くときに、小さな音がロードノ
イズなどに埋もれてしまうのを防ぐ機能です。効果は3段階で調整できます。

●ポジション
音場の中心を車内の中心、前部座席の右側中心、前部座席の左側中心、前部座席の中心、
後部座席の中心に選択することができます。

●ユーザーメモリー
好みに設定したDSP効果を3つまでメモリーすることができます。

本機の特長

CD 

DIGITAL
AUDIO

MINI DISC

MULTIPLE SOURCE CONTROL

  

ANG

FM  MULTID.SCNREPRDMSCNSCRLEQ

FC

DISP

PWR 
OFF 

FUNCTION

AUDIO

MD CD DSP RECEIVERDPX-910 MD

TI
ANG 

DIGITAL SIGNAL PROCESSOR
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REMOTE 

USER PRESET M.CALLPOSITION DEMO
ROOM SIZE

SFC

SFC LEVEL
DBB
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KBS
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TEXT

M.RDM

AF.S.

HL eei o suv
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DNPS / SNPS
Disc Name Preset / Station Name Preset

ディスクネームプリセット
内蔵のCDプレヤーや別売のディスクチェンジャーにセットしたディスクに名前を付ける
ことができます。

ステーションネームプリセット
FM、AM合わせて30局の放送局に名前を
つけることができます。
よく聴く放送局に名前をプリセットして
おけば、周波数の代わりに名前で表示で
きます。

SBF
Select by File

セレクトバイファイル
●ステーションネームプリセットで名前をつけた放送局をチューナーメモリー順に表示
し、名前で放送局を選択できます。
●ディスクネームプリセットで名前をつけたディスクチェンジャー内のディスクNo.順に
表示し、名前でディスクを選択できます。また、MDチェンジャーではMDに記録され
ているディスクタイトルで選択することもできます。

●名前をつけられる枚数は内蔵CDプレヤーとディスクチェンジャー合わせて100枚までです。
（ディスクチェンジャー自身が持っているネームセット可能枚数は無効になります。）
●内蔵MDプレヤーのMDにはディスクネームプリセットはできません。

CD TEXT
CD Text Display

CDテキスト
内蔵のCDプレヤーではCDテキストを表示することができます。

● CDテキストにはディスクタイトルやトラックタイトル、アーティスト名の情報が記録されています。
●記録されている文字、記号により表示できない場合があります。
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FUNCTION SET MODE
ファンクションセットモード
常に一定の設定で使用したい機能は、ファンクションセットモードで設定できます。

FUNCTION SET



ALL MODEALL MODE

電源オン －電源を入れる－

SRCボタンを押すと電源がオンになります。

電源オフ －電源を切る－
PWR OFFボタンを１秒以上押すと電源がオフになります。

ボリューム －音量を調整する－
uボタンを押すごとに音量が大きくなります。
dボタンを押すごとに音量が小さくなります。
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前に電源をオフしたときのソースモードになります。

1

3

5ANGボタン

∞ANGボタン

uボタン

dボタン

V o l e 6 d Bum 4-

SRC
/PWR OFFボタン



TUNER（TUNER MODE：FM/AM放送を聴くモード）

MD（MD MODE：MD演奏を聴くモード）

CD（CD MODE：CD演奏を聴くモード）

DISC-CH（DISC CHANGER CONTROL MODE
：ディスクチェンジャー演奏を聴くモード）

ALL OFF（電源オンのまますべての機能を一時的に停止させるモード）
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共通機能

ソースモード選択 －聴きたいソースに切り替える－

SRCボタンを押すごとにソースモードが下記の順に切り替わります。4

5

● MD、CDが入っていないときやディスクチェンジャーが接続されていないときは、そのモードには
切り替わりません。

● ディスクチェンジャーを2台接続しているときのDISC CHANGER CONTROL MODEは「DISC-
CH1」、「DISC-CH2」の順で切り替わります。

選択しているソースモードはインジケーターで確認できます。

● サイドバー表示はスライド量と連動して表示します。

● 本機の電源をオフ、または車両のエンジンキーをオフにすると、約15秒後に自動的にパネルが閉
まります。ただし、MDが挿入口にある場合はパネルは閉まりません。MDを抜いてから本機の電
源をオフ、または車両のエンジンキーをオフにしてください。

● 調整したアングル位置は自動的にメモリーしますので、次回電源をオンにしたときに再調整する必
要はありません。

●フロントパネルのスライド動作中に指などを挟まないようご注意ください。
● フロントパネル角度調整時及びMDの出し入れ時にシフトレバーなどにディ
スプレイパネルが干渉する場合があります。その場合は、安全に注意してシ
フトレバーを動かすなどして本機を操作してください。

●スライドしたフロントパネルに無理な力をかけないでください。

パネルアングル調整 －見やすい角度に調整する－

●パネルをスライドさせる
∞ANGボタンを押すごとにフロントパネルが１
ステップずつスライドします。
押し続けると連続してスライドします。

● パネルを閉める
5ANGボタンを押すごとにフロントパネルが１
ステップずつ閉まります。
押し続けると連続して閉まります。

注 意



オーディオコントロール －オーディオの各種設定－

1. AUDIOボタンを１秒以上押すとオーディオ調整モードになります。
2. AUDIOボタンを１秒以上押すごとに調整モードが下記の順に切り替わります。

3. 各モード中にu／dボタンを押すと設定を変更できます。

4. 5秒間以上何も操作しないとオーディオ調整モードは自動的に解除されます。

Balance（左右のバランス調整） Fader（前後のバランス調整） 解除（音量調整）
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ALL MODE
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uボタン

dボタン

AUDIOボタン

l a n e R1 5B a c

d e r F 1 5F a

バランス；L15～R15

フェダー；F15～R15

FCボタン

＋ボタン

ーボタン

DISPボタン

リセットボタン

¢ボタン

4ボタン

SRCボタン

CLK ADJ.ボタン



プリアウト切り替え
－フロントプリアウトをサブウーファー用出力に切り替える－

1. SRCボタンを押して「All Off」を表示させます。
2. FCボタンを押します。
「 ファンクションセット」と表示され、ファンクションセットモードになります。

3. ¢または4ボタンを押して「 」を表示させます。
4. ＋またはーボタンを押すごとにプリアウトの設定が「 Front N-F 」と「 Front N-F 」
に切り替わります。
「 Front N-F 」.................フロントプリアウト選択時
「 Front N-F 」.................ノンフェーディングプリアウト選択時

5. FCボタンを押してファンクションセットモードを終了します。

操作音 －操作時のビープ音をオン/オフする－

1. SRCボタンを押して「All Off」を表示させます。
2. FCボタンを押します。
「 ファンクションセット」と表示され、ファンクションセットモードになります。

3. ¢または4ボタンを押して「 」を表示させます。
4. ＋またはーボタンを押すごとに操作音の設定が「 On  Off 」と「 On  Off 」に切り替わ
ります。
「 On  Off 」.....................操作音オン選択時
「 On  Off 」.....................操作音オフ選択時

5. FCボタンを押してファンクションセットモードを終了します。

時計調整 －時刻を合わせる－

1. DISPボタンを押して時計を表示させます。
2. CLK ADJ.ボタンを押しながら4 ボタンを押すと“時”、¢ ボタンを押すと“分”
が調整できます。押し続けると連続で切り替わります。

システムリセット
本機またはディスクチェンジャーが誤動作するなどセットに異常が生じたときや、バッテ
リーを交換したときは、ペン先などでリセットボタンを押してください。
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共通機能

● ノンフェーディングとはFader（フェダー）で前後に調整してもレベルが変化しない出力です。おも
にサブウーファー用パワーアンプを接続するときに使用します。

● ノンフェーディングプリアウトに切り替えると、オーディオコントロール調整モードに「Non Fader」
が追加されます。ノンフェーディング調整モード中にu/dボタンを押すと、設定値が以下の範囲
で調整できます。

ノンフェーディング；ーーー～＋10
d e r ＋ 1 0F aNo n

7

8

9

10

メモリー内容はすべて消去されます。

On Off

FUNCTION SET

Front N-F

本機の電源をオフおよび車両のエンジンキーをオフにした状態では時計表示しません。

FUNCTION SET

Front
N-F

On
Off

1 0 :rT u n 5 5e



バンド切り替え －聴きたいバンドを選ぶ－

1. SRCボタンを押して「Tuner」を表示させます。
2. FMボタンを押すごとにFMプリセッ
トバンドが「FM1」と「FM2」に切
り替わります。
AMボタンを押すごとにAMプリセッ
トバンドが「AM1」と「AM2」に切
り替わります。
選択したバンドが表示されます。

オート/マニュアルチューニング 切り替え －選局方法を設定する－
1. FCボタンを押します。
「 ファンクションセット」と表示され、ファンクションセットモードになります。

2. ¢または4ボタンを押して「 」を表示させます。
3. ＋またはーボタンを押すごとに選局方法の設定が「 Auto   Manual  」と「 Auto  Manual  」
に切り替わります。
「Auto   Manual  」...........オートチューニング選択時
「Auto   Manual  」...........マニュアルチューニング選択時

4. FCボタンを押してファンクションセットモードを終了します。

チューニング －放送局を選ぶ－

●オートチューニング 選択時
4ボタンを押すと周波数の低い方へ自動的に放送局を探して受信します。
¢ボタンを押すと周波数の高い方へ自動的に放送局を探して受信します。

●マニュアルチューニング 選択時
4 ボタンを押すごとに周波数の低い方へ1ステップずつ切り替わります。
¢ボタンを押すごとに周波数の高い方へ1ステップずつ切り替わります。

ステレオ放送を受信すると　　 インジケーターが点灯します。18
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ローカルシーク －受信状態の良い放送局だけを選ぶ－

1. FCボタンを押します。
「 ファンクションセット」と表示され、ファンクションセットモードになります。

2. ¢または4ボタンを押して「 」を表示させます。
3. ＋またはーボタンを押すごとにローカルシークの設定が「 On  Off 」と「 On  Off 」に
切り替わります。
「 On  Off 」.....................ローカルシークオン選択時
「 On  Off 」.....................ローカルシークオフ選択時
ローカルシークオンを選択すると　　 インジケーターが点灯します。

4. FCボタンを押してファンクションセットモードを終了します。

チューナーメモリー －聴いている放送局をメモリーする－

放送局を受信中に1～6ボタンのいずれかを2秒以上押すと、押したボタンに今聴いてい
る放送局がメモリーされ、ボタンNo.が表示されます。
各バンドにそれぞれ6局までメモリーできます。

オートメモリー －自動的に放送局を探してメモリーする－

1. FMまたはAMボタンを押してメモリーしたいバンドを「FM1」、「FM2」、「AM1」、
「AM2」から選びます。

2. FCボタンを押します。
「 ファンクションセット」と表示され、ファンクションセットモードになります。

3. ¢または4ボタンを押して「オートメモリースタート準備」を表示させます。
4. ＋またはーボタンいずれかを2秒以上押すとオートメモリーを開始します。

メモリーコール －メモリーを呼び出す－

1～6ボタンのいずれかを押すとメモリーされたボタンNo.の放送局を受信します。

強制モノラル受信 －ノイズを少なくして聴く－

1. FCボタンを押します。
「 ファンクションセット」と表示され、ファンクションセットモードになります。

2. ¢または4ボタンを押して「 Mono 」を表示させます。
3. ＋またはーボタンを押すごとに強制モノラルの設定が「 On  Off 」と「 On  Off 」に切
り替わります。
「 On  Off 」.....................強制モノラルオン選択時
「 On  Off 」.....................強制モノラルオフ選択時
強制モノラルオンを選択すると インジケーターが点灯します。

4. FCボタンを押してファンクションセットモードを終了します。

交通情報 －交通情報を受信する－

TIボタンを押すごとに交通情報がオン／オフします。オン中は「交通情報」と表示され、
交通情報局を受信します。

¢または4ボタンを押すごとに周波数が下記のように切り替わります。

1620KHz 1629KHZ 522KHz 
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FM/AM放送を聴く

4

5

6

7

8

● 交通情報はFM文字多重表示以外のどのモードからでも受信することができます。
● 交通情報オン中にSRCボタンでソースモードを切り替えると、交通情報は解除されます。
● 交通情報はモノラル音声です。なお、DSPやイコライザー効果は自動的にオフになります。
● 交通情報オン中は上記以外の周波数には切り替わりません。

メモリーが完了すると自動的にオートメモリーおよびファンクションセットモードは解除されます。

 F M 1 8 2 . 5 1 ch

On Off

Off

 交 通 情 報 1 6 2 0

On
Off

Off

FUNCTION SET

FUNCTION SET

FUNCTION SET

On

On

9



FMダイバシティシステム
－FMダイバシティアンテナ対応に切り替える－

1. SRCボタンを押して「All Off」を表示させます。
2. FCボタンを押します。
「 ファンクションセット」と表示され、ファンクションセットモードになります。

3. ¢または4ボタンを押して「 」を表示させます。
4. ＋またはーボタンを押すごとにFMダイバシティシステムの設定が「On  Off 」と「On  Off 」
に切り替わります。
「 On  Off 」.....................FMダイバシティシステムオン選択時
「 On  Off 」.....................FMダイバシティシステムオフ選択時

5. FCボタンを押してファンクションセットモードを終了します。

SNPS（ステーションネームプリセット） －放送局に名前を付ける－

1. 放送局名を付けたい周波数に合わせます。
2. NAME SETボタンを２秒以上押すと「Name Set」と表示され、入力できる位置のカ
ーソルが点滅します。

3. ¢または4ボタンを押して文字を入力したい位置にカーソルを移動させます。
4. MODEボタンを押して、文字種を選びます。押すごとに下記のように文字種が切り替
わります。入力したい文字種を表示させます。

「数記」 「英大」 「英小」 「カナ」 「かな」
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TUNER MODE
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数 記 

文字種

MODEボタン

10

● お買い上げ時はオフになっています。FMダイバシティ対応車の場合はこの機能をオンに切り替えて
ください。

● FMダイバシティ未対応車でも市販のアンテナとダイバシティ変換プラグ（CA-83U）を使用すると、
FMダイバシティの効果を得ることができます。くわしくはカーオーディオカタログをご覧ください。

On Off

＋ボタン

ーボタン

¢ボタン

4ボタン

SRCボタン

S.B.F.ボタン

FCボタン

NAME SET
/DISPボタン

FUNCTION SET

On
Off



5. ＋またはーボタンで文字を選択します。
3.～5.の操作を繰り返して放送局名を完成させます。

6. NAME SETボタンを押すと放送局名が登録されます。

SBF（セレクトバイファイル） －放送局名で選局する－

1. S.B.F.ボタンを押すと「SBF SNPS」と表示され、チューナーメモリーされている
各バンドのSNPSで登録した放送局名およびPS（文字多重データによる放送局名）
を５秒間ずつ順に表示していきます。

2. 聴きたい放送局名または周波数が表示されているときにS.B.F.ボタンを押すと受信が
始まります。

表示モード切り替え －表示を切り替える－

DISPボタンを押すごとに下記のように表示が切り替わります。

周波数　　　SNPS 時計
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FM/AM放送を聴く

● 10秒間操作をおこなわないと、入力したところまでの文字がメモリーされステーションネームプ
リセットモードが終了します。

● 選局した周波数にはPS（文字多重情報）による放送局名が表示されることがあります。
● 登録できる放送局数はFM/AM合わせて30局までです。31局目のステーションネームプリセット
をおこなうと、1局目の放送局名が自動的に消されます。

● 放送局名を変更したいときは以下の操作をおこないます。
1.と2.で現在の放送局名を表示させ、その後3.～6.で変更します。

● 放送局名が登録されていない場合は周波数が表示されます。
● ¢ボタンを押すごとに早送り、4ボタンを押すごとに早戻し表示させることができます。
● ＋またはーボタンを押すとセレクトバイファイルするバンドをすぐに切り替えることができます。

途中で解除するときはS.B.F.ボタンを１秒以上押します。

● ステーションネームプリセットされていない放送局はSNPS表示にすると、「No Name」と表示さ
れます。

● SNPS表示はFM文字多重システムで「PS優先 On  Off 」（37ページ参照）に設定している場合、
現在受信中のPS名（文字多重情報による放送局名）が優先して表示されます。

12

13

NHK 英 大 

NHK T o k y o

● ＋またはーボタンを押し続けると、連続して文字を替えることができます。
● 入力できる文字数は12文字までです。
●「数記」で入力できる文字は（＿0123456789／＋ー＊＝＆" '゚＜＞［］）です。
● スペースは「数記」を選択後、＋またはーボタンで文字がでないところを選択してカーソルを移動
させると入力できます。

● 漢字の入力方法は52ページをご覧ください。

On

SB F SNPS

文字入力は複雑な操作です。走行中、運転者は操作しないでください。
禁 止



パネルオープン －MDを挿入する－

0MDボタンを押すと、フロントパネル
がスライドしてMDをローディングでき
るようになります。
MDをローディングするとパネルが自動
的に元のアングル位置まで戻ります。
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1 MD挿入口

0MDボタン

38ボタン

¢ボタン

4ボタン

SRCボタン

REPボタンSCNボタン

●フロントパネルのスライド動作中に指などを挟まないようご注意ください。
●フロントパネル角度調整時及びMDの出し入れ時にシフトレバーなどにディスプ
レイパネルが干渉する場合があります。その場合は、安全に注意してシフトレ
バーを動かすなどして本機を操作してください。

●スライドしたフロントパネルに無理な力をかけないでください。

注意
●本機の電源をオフ中にMDをローディングしないでください。必ず電源をオンに
してからおこなってください。

●MDをローディングするときには、MDを軽く押してください。MDが自動的に
引き込まれます。無理な力で押すと故障の原因になります。

注 意
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MDプレイを楽しむ

MDプレイ／ポーズ －MDを演奏する－

●MDが入っていないとき
MDのラベル面を上にし、シヤッターを右側にしてMDを差し込むと「Loading」と表
示されます。
ローディングが完了すると、 インジケーターが点灯し、トラックNo.と演奏時間が
表示され、MDの演奏が始まります。

●MDが入ってるとき
SRCボタンで「MD」を選択すると
MDの演奏が始まります。

MD演奏中に38ボタンを押すと演奏時
間表示が点滅して、演奏が一時停止にな
ります。再度 38ボタンを押すとMDの
演奏が始まります。

イジェクト －MDを取り出す－

0MDボタンを押すと、フロントパネルがスライドしてMDがイジェクトされます。

トラックサーチ－聴きたい曲を選ぶ－
●先の曲の頭出しをする

¢ボタンを押すごとに、先の曲へトラックサーチします。
¢ボタンを押し続けると聴いている曲を早送りします。

●手前の曲の頭出しをする
4 ボタンを1回押すと現在聴いている曲の先頭へサーチし、押すごとに手前の曲へト
ラックサーチします。
4ボタンを押し続けると聴いている曲を早戻しします。

トラックリピートプレイ －同じ曲を繰り返し聴く－

REPボタンを押すごとにトラックリピートプレイがオン／オフします。
オンにすると「Repeat」と表示され、REPインジケーターが点灯します。トラックリピー
ト演奏中は聴いている曲を繰り返し演奏します。

トラックスキャンプレイ －聴きたい曲を探す－

1. SCNボタンを押すごとにトラックスキャンプレイがオン／オフします。
オンにすると「Track Scan」と表示され、SCNインジケーターが点灯します。トラック
スキャンプレイ中は聴いているディスクの各曲の先頭部分を10秒間ずつ演奏します。

2.聴きたい曲が見つかったらSCNボタンまたは38ボタンを押します。

MD 0 3 1 5 : 3 0

2

3

4

5

6

注意
イジェクトは本機の電源がオフのときでもできますが、再度MDをローディング
するときは、必ず電源をオンにしてからおこなってください。

すべての曲をスキャンすると自動的にトラックスキャンプレイはオフになります。
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MDプレイを楽しむ

トラックランダムプレイ －聴いているディスクから自動的に曲を選ばせて演奏する－

RDMボタンを押すごとにトラックランダムプレイがオン／オフします。
オンにすると「Random」と表示され、RDMインジケーターが点灯します。ランダムプ
レイ中は自動的に曲を選んで演奏します。
¢ボタンを押すと次の曲を自動的に選んで演奏します。

表示モード切り替え －表示を切り替える－

DISPボタンを押すごとに下記のように表示が切り替わります。

マニュアルタイトルスクロール －タイトルをスクロールして表示させる－

SCRLボタンを押すごとに表示中のタイトルがスクロールして表示されます。

オートタイトルスクロール －タイトルを自動的に繰り返して表示させる －

1. FCボタンを押します。
「 ファンクションセット」と表示され、ファンクションセットモードになります。
「 」が表示されます。

2. ＋またはーボタンを押すごとにオートタイトルスクロールの設定が「 On  Off 」と
「 On  Off 」に切り替わります。
「 On  Off 」.....................オートタイトルスクロールオン選択時
「 On  Off 」.....................オートタイトルスクロールオフ選択時
オートタイトルスクロール オンを選択するとタイトルが繰り返しスクロールして表
示されます。

3. FCボタンを押してファンクションセットモードを終了します。

On

トラック演奏時間（P-TIME)             ディスクタイトル　　　　トラックタイトル
時計

オートタイトルスクロール オフを選択しても、DISPボタンでディスク/トラックタイトル表示に
切り替えたときは1度だけタイトルがスクロールして表示されます。

Off

7

8

9

10

On

FUNCTION SET

ディスクタイトルやトラックタイトルが記録されていない場合は「No Title」と表示されます。

Off
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CDプレイ／ポ－ズ －CDを聴く－

●CDが入っていないとき
CDのラベル面を上にしてCD挿入口に差し込むと「Loading」と表示されます。
ローディングが完了すると、 インジケーターが点灯し、トラックNo.と演奏時間が
表示され、CDの演奏が始まります。

●CDが入ってるとき
SRCボタンで「CD」を選択するとCD
の演奏が始まります。

CD演奏中に38ボタンを押すと演奏時間
表示が点滅して、演奏が一時停止になり
ます。再度 38ボタンを押すとCDの演
奏が始まります。

1

CD 0 3 1 5 : 3 0

0CDボタン

38ボタン

¢ボタン

4ボタン

SRCボタン

REPボタンSCNボタン RDMボタン

注意
8cmCD用のアダプターを使用すると誤動作や故障の原因になります。
8cmCDはアダプターを使用せずそのまま差し込んでください。12cmCDと同じよ
うにそのまま演奏できます。

CD挿入口

CDテキスト対応CDでは、ローディング後「テキストを読み込んでいます」のメッセージが表示さ
れます。



イジェクト －CDを取り出す－

0CDボタンを押すとCD挿入口からCDがイジェクトされます。

トラックサーチ －聴きたい曲を選ぶ－

●先の曲の頭出しをする
¢ボタンを押すごとに先の曲へトラックサーチします。
¢ボタンを押し続けると聴いている曲を早送りします。

●手前の曲の頭出しをする
4 ボタンを1回押すと現在聴いている曲の先頭へ、押すごとに手前の曲へトラックサ
ーチします。
4ボタンを押し続けると聴いている曲を早戻しします。

トラックリピートプレイ －同じ曲を繰り返し聴く－

REPボタンを押すごとにトラックリピートプレイがオン／オフします。
オンにすると「Repeat」と表示され、REPインジケーターが点灯します。トラックリピー
ト演奏中は聴いている曲を繰り返し演奏します。

トラックスキャンプレイ －聴きたい曲を探す－

1. SCNボタンを押すごとにトラックスキャンプレイがオン／オフします。
オンにすると「Track Scan」と表示され、SCNインジケーターが点灯します。トラック
スキャンプレイ中は聴いているディスクの各曲の先頭部分を10秒間ずつ演奏します。

2.聴きたい曲が見つかったらSCNボタンまたは38ボタンを押します。

トラックランダムプレイ －聴いているディスクから自動的に曲を選ばせて演奏する－

RDMボタンを押すごとにトラックランダムプレイがオン／オフします。
オンにすると「Random」と表示され、RDMインジケーターが点灯します。トラックラ
ンダムプレイ中は自動的に曲を選んで演奏します。
¢ボタンを押すと次の曲を自動的に選んで演奏します。
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CDプレイを楽しむ

2

4

5

6

3

注意
● CDが入っていない状態で0CDボタンを押してもイジェクト機構は動作します。
このときにCDをすぐにローディングしようとするとCDに傷がつくことがありま
す。少し待ってからCDをローディングしてください。

● CDが引き込まれてからすぐにイジェクトすると、再度CDを押しても引き込まれ
ないときがあります。このようなときは一旦CDを抜いて、もう一度入れ直して
ください。

すべての曲をスキャンすると自動的にトラックスキャンプレイはオフになります。
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DNPS（ディスクネームプリセット） －ディスクに名前を付ける－
1. 名前を付けたいCDを演奏します。
2. NAME SETボタンを２秒以上押すと「Name Set」と表示され、入力できる位置のカ
ーソルが点滅します。

3. ¢または4ボタンを押して文字を入力したい位置にカーソルを移動させます。
4. MODEボタンを押して、文字種を選びます。押すごとに下記のように文字種が切り
替わります。入力したい文字種を表示させます。

「数記」 「英大」 「英小」 「カナ」 「かな」

5. ＋またはーボタンで文字を選択します。
3.～5.の操作を繰り返してディスクネームを完成させます。

数 記 

文字種

Me g 英 小 

● ＋またはーボタンを押し続けると、連続して文字を替えることができます。
● 入力できる文字数は12文字までです。
●「数記」で入力できる文字は（＿0123456789／＋ー＊＝＆" '゚＜＞［］）です。
●スペースは「数記」を選択後、＋またはーボタンで文字がでないところを選択してカーソルを移動さ
せると入力できます。

● 漢字の入力方法は52ページをご覧ください。

7

＋ボタン

ーボタン

¢ボタン

4ボタン

SRCボタン

MODEボタン

FCボタン

SCRLボタン

NAME SET
/DISPボタン



6. NAME SETボタンを押すとディスクネームが登録されます。

表示モード切り替え －表示を切り替える－

DISPボタンを押すごとに下記のように表示が切り替わります。

マニュアルCDテキストスクロール
－CDテキストをスクロールして表示させる－

SCRLボタンを押すごとに表示中のCDテキストがスクロールして表示されます。

オートCDテキストスクロール
－CDテキストを自動的に繰り返して表示させる －

1. FCボタンを押します。
「 ファンクションセット」と表示され、ファンクションセットモードになります。
「 」が表示されます。

2. ＋またはーボタンを押すごとにオートCDテキストスクロールの設定が「 On  Off 」と
「 On  Off 」に切り替わります。
「 On  Off 」.....................オートCDテキストスクロールオン選択時
「 On  Off 」.....................オートCDテキストスクロールオフ選択時
オートCDテキストスクロール オンを選択するとCDテキストが繰り返しスクロール
して表示されます。

3. FCボタンを押してファンクションセットモードを終了します。

C
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CDプレイを楽しむ

Me g H i sa t - 2
● 10秒間操作をおこなわないと、入力したところまでの文字がメモリーされディスクネームプリセ
ットモードが終了します。

● CDモードで登録できるディスクネームはディスクチェンジャーモードのネームセットと合わせて
100枚までです。101枚目のディスクネームプリセットをおこなうと、1枚目のディスクネームが
自動的に消されます。
（ディスクチェンジャー自身が持っているネームセット可能枚数は無効になります。）
● ディスクネームを変更したいときは以下の操作をおこないます。

1.と2.で現在のディスクネームを表示させ、その後3.～6.で変更します。
● ディスクの識別は総録音時間とトラック数で判断しています。総録音時間もトラック数も同じデ
ィスクがあった場合は識別ができなくなります。

Off
On

トラック演奏時間（P-TIME)     トータル演奏時間（A-TIME)   
時計　　トラックタイトル　　ディスクタイトル　　DNPS（ディスクネーム）

● ディスクタイトル、トラックタイトルは、CDテキスト対応の音楽CDを演奏時に表示できます。
なお、文字の種類によっては、表示できないものがあります。

● ディスクネームプリセットされていないCDは、DNPS表示にすると「No Name」と表示されます。
● CDテキストが記録されていないCDは、ディスクタイトル、トラックタイトル表示にすると「No
Text」と表示されます。

8

9

10

On

FUNCTION SET

Off

文字入力は複雑な操作です。走行中、運転者は操作しないでください。
禁 止



ディスクプレイ／ポーズ －ディスクチェンジャーを聴く－

ディスクチェンジャーが接続されているときに、SRCボタンで「DISC-CH」を選択する
と、ディスク／トラックNo.と演奏時間が表示され、ディスクの演奏が始まります。
ディスク演奏中に38ボタンを押すと演奏時間表示が点滅して、演奏が一時停止になりま
す。再度38ボタンを押すとディスクの演奏が始まります。
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CDチェンジャーを演奏しているときは インジケーターが、MDチェンジャーを演奏しているとき
は インジケーターが点灯します。

●CDチェンジャー

●MDチェンジャー

D 0 5 1 2 : 2 90 6

M 21 1 2 : 2 9D6

＋ボタン

ーボタン

¢ボタン

4ボタン

SRCボタン

38ボタン

DISPボタン

REPボタンSCNボタン

1
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DISC CHANGER CONTROL
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E
ディスクチェンジャーを操作する

ディスクチェンジャー切り替え －2台のディスクチェンジャーを切り替える－

ディスクチェンジャーを2台接続しているときは、ディスクチェンジャーモードが
「DISC-CH1」と「DISC-CH2」に分かれます。
SRCボタンを押して、使用するディスクチェンジャーを選びます。

トラックサーチ －聴きたい曲を選ぶ－

●先の曲の頭出しをする
¢ボタンを押すごとに、先の曲へトラックサーチします。
¢ボタンを押し続けると聴いている曲を早送りします。

●手前の曲の頭出しをする
4 ボタンを1回押すと現在聴いている曲の先頭へ、押すごとに手前の曲へトラックサ
ーチします。
4ボタンを押し続けると、聴いている曲を早戻しします。

ディスクサーチ －聴きたいディスクを選ぶ－

●先のディスクを選ぶ
＋ボタンを押すごとに、先のディスクへサーチします。

●手前のディスクを選ぶ
ーボタンを押すごとに、手前のディスクへサーチします。

トラック/ディスクリピートプレイ －同じ曲やディスクを繰り返し聴く－

REPボタンを押すごとにリピートプレイモードが下記の順に切り替わります。

トラックリピート「Repeat」 ディスクリピート「Disc Repeat」 オフ

トラックリピート演奏中はREPインジケーターが点灯し、聴いている曲を繰り返し演奏
します。
ディスクリピート演奏中はD.REPインジケーターが点灯し、聴いているディスクを繰り
返し演奏します。

トラックスキャンプレイ －聴きたい曲を探す－

1. SCNボタンを押すごとにトラックスキャンプレイがオン／オフします。
オンにすると「Track Scan」と表示され、SCNインジケーターが点灯します。トラック
スキャンプレイ中は聴いているディスクの各曲の先頭部分を10秒間ずつ演奏します。

2.聴きたい曲が見つかったらSCNボタンまたは38ボタンを押します。

ディスクチェンジャーを2台接続する場合は別売のCD/MDチェンジャースイッチングユニット“KCA-
S200”が必要になります。

トラックリピート

ディスクリピート

2

3

4

5

6

すべての曲をスキャンすると自動的にトラックスキャンプレイはオフになります。
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ディスクスキャンプレイ －聴きたいディスクを探す－

1. D.SCNボタンを押すごとにディスクスキャンプレイがオン／オフします。
オンにすると「Disc Scan」と表示され、D.SCNインジケーターが点灯します。
ディスクスキャンプレイ中はディスクマガジンにセットされている各ディスク1曲目
の先頭部分を10秒間ずつ演奏します。

2. 聴きたいディスクが見つかったらD.SCNボタンまたは38ボタンを押します。

トラックランダムプレイ －聴いているディスクから自動的に曲を選ばせて演奏する－

RDMボタンを押すごとにトラックランダムプレイがオン／オフします。
オンにすると「Random」と表示され、RDMインジケーターが点灯します。
トラックランダムプレイ中は自動的に曲を選んで演奏します。
¢ボタンを押すと次の曲を自動的に選んで演奏します。

マガジンランダムプレイ －マガジンから自動的に曲を選ばせて演奏する－

M.RDMボタンを押すごとにマガジンランダムプレイがオン／オフします。
オンにすると「M-Random」と表示され、M.RDMインジケーターが点灯します。
マガジンランダムプレイ中は自動的に曲を選んで演奏します。
¢ボタンを押すと次の曲を自動的に選んで演奏します。

7

8

9

＋ボタン

ーボタン

¢ボタン

4ボタン

38
/MODEボタンM.RDMボタンD.SCNボタンRDMボタン

NAME SET
/DISPボタン

すべてのディスクをスキャンすると自動的にディスクスキャンプレイはオフになります。
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ディスクチェンジャーを操作する

DNPS（ディスクネームプリセット） －ディスクに名前を付ける－
1. 名前を付けたいディスクを演奏します。
2. NAME SETボタンを２秒以上押すと「Name Set」と表示され、入力できる位置のカ
ーソルが点滅します。

3. ¢または4ボタンを押して文字を入力したい位置にカーソルを移動させます。
4. MODEボタンを押して、文字種を選びます。押すごとに下記のように文字種が切り
替わります。入力したい文字種を表示させます。

「数記」 「英大」 「英小」 「カナ」 「かな」

5. ＋またはーボタンで文字を選択します。
3.～5.の操作を繰り返してディスクネームを完成させます。

6. NAME SETボタンを押すとディスクネームが登録されます。

10

数 記 

文字種

Me g 英 小 

● 10秒間操作をおこなわないと、入力したところまでの文字がメモリーされディスクネームプリセ
ットモードが終了します。

● ディスクチェンジャーモードで登録できるディスクネームはCDモードのネームセットと合わせて
100枚までです。101枚目のディスクネームプリセットをおこなうと、1枚目のディスクネームが
自動的に消されます。
（ディスクチェンジャー自身が持っているネームセット可能枚数は無効になります。）
● ディスクネームを変更したいときは以下の操作をおこないます。

1.と2.で現在のディスクネームを表示させ、その後3.～6.で変更します。
● ディスクの識別は総録音時間とトラック数で判断しています。総録音時間もトラック数も同じデ
ィスクがあった場合は識別ができなくなります。

文字入力は複雑な操作です。走行中、運転者は操作しないでください。
禁 止

● ＋またはーボタンを押し続けると、連続して文字を替えることができます。
● 入力できる文字数は12文字までです。
●「数記」で入力できる文字は（＿0123456789／＋ー＊＝＆" '゚＜＞［］）です。
● スペースは「数記」を選択後、＋またはーボタンで文字がでないところを選択してカーソルを移動
させると入力できます。

● 漢字の入力方法は52ページをご覧ください。

Me g H i sa t - 2

注意 DNPSはMDにタイトルを記録する機能ではありません。
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表示モード切り替え －表示を切り替える－

DISPボタンを押すごとに下記のように表示が切り替わります。11

トラック演奏時間（P-TIME)  トータル演奏時間（A-TIME) 
時計　　　　DNPS（ディスクネーム）

● ディスクネームプリセットされていないCDはDNPS表示にすると「No Name」と表示されます。
● ディスクチェンジャーに入れてから１度も演奏されていないディスクやディスクが入っていない場
合は「No Access」と表示されます。

●CDチェンジャーを聴いているとき

●MDチェンジャーを聴いているとき

トラック演奏時間（P-TIME） DNPS（ディスクネーム）
時計　　　　　トラックタイトル　　　　　ディスクタイトル　　

● ディスクネームプリセットされていないMDは、DNPS表示にすると「No Name」と表示されます。
● ディスクタイトル、トラックタイトルが記録されていない場合は「No Title」と表示されます。
● ディスクタイトル、トラックタイトルの表示は、8文字までです。9文字以降は表示されません。
● ディスクタイトル、トラックタイトルのカナは表示できません。
● ディスクチェンジャーに入れてから１度も演奏されていないディスクやディスクが入っていない場
合は「No Access」と表示されます。

＋ボタン

ーボタン

S.B.F.ボタン

DISPボタン

FCボタン



SBF（セレクトバイファイル） －ディスク名／ディスクタイトルで選曲する－
●CDチェンジャーを聴いているとき

1. S.B.F.ボタンを押すと「SBF DNPS」と表示され、マガジンに入っているCDのデ
ィスクネームとディスクNo.を5秒間ずつ表示します。

2.聴きたいディスクネームが表示されているときにS.B.F.ボタンを押すと、CDの演
奏が始まります。

●MDチェンジャーを聴いているとき
1. S.B.F.ボタンを押すごとに「SBF DNPS」j「SBF Disc」と表示され、探すネー
ム表示が切り替わります。
「SBF DNPS」を表示させると、マガジンに入っているMDのディスクネームとデ
ィスクNo.を5秒間ずつ表示します。
「SBF Disc」を表示させると、マガジンに入っているMDのディスクタイトルとデ
ィスクNo.を5秒間ずつ表示します。

2.聴きたいディスクネーム、ディスクタイトルを表示しているときにS.B.F.ボタン
を押すと、MDの演奏が始まります。

●SBFモードを途中で解除するとき
S.B.F.ボタンを1秒以上押します。
SBFモードが解除され、通常の表示に戻ります。

DISC CHANGER CONTROL
M

O
D

E

35

ディスクチェンジャーを操作する

12

● ＋ボタンを押すごとに早送り表示、ーボタンを押すごとに早戻し表示ができます。
● ディスクタイトルのカナは表示できません。
● ディスクチェンジャーに入れてから１度も演奏されていないディスクのディスクネーム/タイトル
は認識されません。このようなときは、ディスクスキャンするなどして、１度演奏すると、ディ
スクネーム/タイトルを表示するようになります。

● ディスクチェンジャーに入れてから１度も演奏されていないディスクやディスクが入っていない場
合は「No Access」と表示されます。

S o u c un r i sd - 6e
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FM MULTIボタン

＋ボタン

ーボタン

¢ボタン

4ボタン

FCボタン 

FM文字多重モード －FM文字多重モードをオン/オフする－

●FM文字多重モードをオンにする
FM MULTIボタンを押します。
「FM多重」と表示され、 インジケ
ーター点灯して、FM文字多重モード
になります。
文字多重情報を受信すると　 インジ
ケーターが点滅して情報の蓄積を開
始します。
情報を蓄積すると　 インジケーター
が点滅から点灯に変わり、文字情報
のメニューを表示します。

●FM情報を蓄積しながら他モードの操作をする
FM MULTIボタンを1秒以上押します。
インジケーターが消え、 インジケーターのみ点灯します。

文字情報が表示されなくなり、他モードの操作ができるようになります。

●FM文字多重モードをオフにする
インジケーターが点灯しているときは2度、消えいているときは1度、FM MULTIボ

タンを1秒以上押します。
インジケーターが消えFM文字多重モードが終了します。

1
TOKYOFM ミエルラジオ MAINMENU

AF.S.ボタン

FM文字多重モード中は常に情報を蓄積するため、オートアンテナ仕様車はアンテナ
が常に伸びた状態になります。車庫入れなどでアンテナを縮めたいときはFM文字多
重モードをオフにしてください。注 意

SRCまたはDISPボタンを押しても、文字情報表示のみの解除ができます。

SRCボタン

DISPボタン



文字情報表示の設定 －文字情報表示のしかたを設定する－

1. FCボタンを押します。
「 ファンクションセット」と表示され、ファンクションセットモードになります。

2. ¢または4ボタンを押して、設定を変更したい項目を選びます。
押すごとに項目が以下のように切り替わります。

3. ＋またはーボタンを押すごとに設定が切り替わります。
4. FCボタンを押してファンクションセットモードを終了します。

チューニング －放送局を選ぶ－

●オートチューニング 選択時
4ボタンを押すと周波数の低い方へ自動的に放送局を探して受信します。
¢ボタンを押すと周波数の高い方へ自動的に放送局を探して受信します。

●マニュアルチューニング 選択時
4 ボタンを押すごとに周波数の低い方へ1ステップずつ切り替わります。
¢ボタンを押すごとに周波数の高い方へ1ステップずつ切り替わります。

AFサーチ －系列の放送局を選ぶ－

AF.S.ボタンを押すと「AF サーチスタート」と表示され、代替周波数の放送局を順番に
探します。
AFサーチ中は　　インジケータが点滅します。

FM文字多重情報を見る
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「 On  Off 」.............................

「 スクロールタイム 」....

「 自動時刻補正 On  Off 」..........

「 優先表示 On  Off 」..........

2
FUNCTION SET

● PS表示は放送局から送られてくる文字情報です。
● 自動時刻補正機能は、時刻情報を送信している放送局を受信中のみ機能します。
なお、電波が弱い、マルチパスが多いなど受信状態が良くない場合は、補正した時刻を表示するま
で時間がかかったり、間違った時刻を表示することがあります。

● PS情報や時刻情報のサービスは放送局により送信されない場合があります。
● スクロールタイムを3秒以上に設定している場合、リアルタイムで情報を送信している番組に連動
した文字情報では、2行目まで表示せずに次のページに切り替わることがあります。

オート／マニュアルスクロール表示切り替え
に設定すると、文字情報が自動的にスクロー

ル表示されます。
オートスクロールの表示時間［1～５秒］設定
スクロール時間を1秒単位で5段階の設定ができます。
データによる時刻補正のオン/オフ切り替え

に設定すると、放送局からの時刻情報により
自動的に内蔵の時計を補正します。
データによる放送局名の優先表示オン/オフ切り替え

に設定すると、放送局からのPS情報による放
送局名を優先して表示します。

3

● AFサーチ機能とは、受信中の多重放送局の受信状態が悪くなった場合に、ワンタッチで受信可能
な代替放送局（系列の放送局）を探す機能です。

● 代替放送局の情報を受信すると インジケーターが点灯します。なお、 インジケーターが点灯
していない場合はAFサーチは機能しません。

● AFサーチしても受信可能な代替放送局が受信できない場合は、AFサーチを操作する前の放送局を
受信します。

● 代替放送局情報のサービスは放送局により送信されない場合があります。

4

On

On

On

On

On

On

2秒

オート/マニュアルチューニングの切り替えは18ページをご覧ください。
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FM MULTI/M.CALLボタン1～6ボタン

5
FM多重情報の選択 －FM多重情報を表示する－

●オートスクロール表示設定時（ インジケーター点滅）
1.ヘッドタイトル（放送局名や番組名など）を表示後、メニューが番号順に次々に表
示されます。

2.見たいメニューの番号を1～6ボタンで選択します。
3. サブメニューがある場合は、再度 2.の操作をおこないます。
4.メニュータイトルに続いて文字情報が次々に表示されます。
文字情報は最後のページで終了します。

TO O KY FM  MAIN MENU  ミ エル ラジ オ　 

番  組 情 報        1.   

ニュ  ース 、ビ ジネ ス&ス ポー ツ　     3.  

天  気 情 報        2.  

 

 

     1.   

     2.   

首 都 圏 の   天 気 

天 気 情 報   お 局 

TO O KY FM ミ エル ラジ オ　   　    ウ エザ ーチ ャン ネル 

お 天 気 情 報 局     《 》 

　 国 全 天 気 　 週 末 天 気  レジ ャー 天 気 

　 れ そ で は 全 国 の 主  天 気   を   な 

　       お  え し ょ  ま し  伝 う  

　  札 幌 今 夜 ： ／  あ す    ［ ］ ： ／ 

　  盛 岡 今 夜 ： ／  あ す    ［ ］ ： ／ 

 

TO O KY FM  オ テ ンキ 　ジ ョウ ホウ キョ    ミ エル ラジ オ　 

TO O KY FM  オ テ ンキ 　ジ ョウ ホウ キョ    ミ エル ラジ オ　 

TO O KY FM  オ テ ンキ 　ジ ョウ ホウ キョ    ミ エル ラジ オ　 

 

TO O KY FM  オ テ ンキ 　ジ ョウ ホウ キョ    ミ エル ラジ オ　 

“2.天気情報”を選択

“2.お天気情報局”を選択

● メニューを表示中は インジケーターが点灯します。
● 文字情報は2行で1ページです。
● 最後のページで2行目が空白行の場合、表示も空白のままになります。

MENUボタン

＋ボタン

ーボタン

¢ボタン

4ボタン

 

メニュータイトル

メニュー

情報1ページ分

メニュータイトル
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FM文字多重情報を見る

7

多重情報メモリー －情報をメモリーする－

メモリーしたい情報を表示しているときに、１～６ボタンのいずれかを2秒以上押します。
表示されている情報が1ページ分までメモリーできます。

多重情報メモリー呼び出し －メモリーさせた情報を呼び出す－
1.M.CALLボタンを押すと「メモリー呼出しモード1～6」と表示されます。
2.１～６ボタンから呼び出したいボタンを押すと、メモリーした情報を表示します。
3.M.CALLボタンを押すとメモリー呼出しモードがオフになります。

6

● 10秒間何も操作をおこなわないとメモリー呼び出しモードは自動的に解除されます。
● 押したボタンにメモリー内容が記憶されていない場合は、「メモリーされていません」と表示されます。

●マニュアルスクロール表示設定時（ インジケーター点灯）
1.ヘッドタイトル（放送局名や番組名など）表示中に＋またはーボタンを押します。
押すごとに目次が番号順に表示されます。

2.見たいメニューの番号を1～6ボタンで選択します。
メニューヘッドタイトルが表示されます。

3. サブメニューがある場合は、再度2.の操作をおこないます。
4.＋またはーボタンを押すごとに文字情報のページが切り替わります。
＋ボタンを押すごとに前のページへ送られます。
ーボタンを押すごとに先のページへ送られます。

● メニューの内容はFM文字多重放送局によって異なります。
● メニューに戻りたいときはMENUボタンを押します。
● 番組によってはさらにくわしいメニューが表示されることがありますので、1～6ボタンで選択して
ください。

● 文字情報は2行で1ページです。1ページを表示するごとにメニュータイトルが表示されます。
● 緊急情報について
FM文字多重放送受信中、緊急情報番組が放送されると自動的に受信を開始します。

● 以下のメッセージが表示されたら
“データを集めています” 文字情報を蓄積中です。
“しばらくお待ち下さい” FM文字多重放送局か確認中です。
“受信できません” FM文字多重放送局でないため、または受信状態が悪いため、文字

情報が得られない状態です。

 

注意

走行中、運転者は文字情報を読んだり、操作しないでください。前方不注意に
よる事故の原因になります。

禁 止

●受信状態が悪くなった場合にメニューや文字情報が正しく表示されないことが
あります。

●選択した文字情報に複数のページがある場合は、ページの途中から表示された
り、前後のページが蓄積されていないことがあります。このようなときは、し
ばらくしてから＋またはーボタンで文字情報のページを切り替えてください。

● FM文字多重モード中は他モードの操作はできません。各操作ボタンはFM文字
多重モード専用になります。

●文字情報が表示されるまでの時間は、データ量や受信状態により異なります。
●受信状態、受信時間帯によって、音声しか受信できず文字情報が表示されない
ことがあります。

●移動中は建物や山などの影響で電波の強弱が生じやすいため、特に受信状態が
悪くなることがあります。
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DSP －DSPをオン/オフにする－
●DSPをオンにする
DSPボタンを押すと「DSP On」と表示され、DSPインジ
ケーターが点灯します。

●DSPをオフにする
DSPボタンを1秒以上押すと「DSP Off」と表示され、DSPインジケーターが消えます。

サウンドフィールドコントロール (SFC)モード
－設定されているサウンドフィールドコントロールを呼び出す－

1. DSPボタンを押します。DSPインジケーターが点滅して、DSP調整モードになります。
2. SFCボタンを押します。現在設定されている サウンドフィールドコントロー
ル名が表示されます。

3.SFCボタンを押すごとにサウンドフィールドコントロールが以下の順で切り替わり
ます。

1

2

SFCボタン

注意 交通情報がオン中は、DSP効果が得られません。また、DSPの操作もできません。

DSPボタン

＋ボタン

ーボタン

¢ボタン

4ボタン

以降のサウンドフィールドコントロール、SFCレベル調整、DSPバスブースト調整、コンプレッショ
ン調整、ルームサイズ調整、ユーザーメモリーの操作はDSPをオンにしておこなってください。
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音響効果を楽しむ

..............B y pa ss
..C ci osl ub D

....L e gii n ns t

..................ci osD

..............S d i ot u

....CJ a bl uz z

..HL eei o suv

............C c eno r t

..........S a d i mt u

..............C c hh ru

............T ae eh rt

SFCレベル調整 －DSP効果音の大きさを変える－

1. DSPボタンを押します。DSPインジケーターが点滅して、DSP調整モードになります。
2. SFCボタンを押します。 サウンドフィールドコントロール名が表示されます。
3.＋またはーボタンを押すと下記のようにSFCレベルを調整できます。

............DSPの効果音が大きくなります。
5 ∞

（お買い上げ時の設定）
5 ∞

..............DSPの効果音が小さくなります。

DSPバスブースト調整 －DSPの低域を補正する－

サウンドフィールドコントロールをオンすると、リア側の音が効果音中心となり低音が
不足します。DSP バスブーストは、元の低音域を効果音に加えることで、低音を補正し
ます。

1. DSPボタンを押します。DSPインジケーターが点滅して、DSP調整モードになります。
2. SFCボタンを押します。 サウンドフィールドコントロール名が表示されます。
3. 4または¢ボタンを押すと下記のようにDSPバスブーストを調整できます。

........加える低音域を狭くします。
5 ∞

（お買い上げ時の設定）
5 ∞

.........加える低音域を広くします。e p 3S t

2S e pt

1S e pt

L ow

M di

H g hi

10秒間何も操作しないとDSP調整モードは解除されます。

● サウンドフィールドがBYPASSに設定されているときは調整できません。
● 10秒間何も操作しないとDSP調整モードは解除されます。

3

4

効果音を加えずそのまま出力します。
小規模のディスコホールのビートサウンドをメリハリよ
く再現します。
オーディオリスニングルームのような最適な音場条件で
ソースを忠実に再現します。
残響効果の少ない、録音スタジオの雰囲気になります。

熱気あふれる大規模なディスコホールを再現します。
眼前で演奏する小規模なジャズクラブのステージを体験
できます。
中規模なライブハウスのステージを体験できます。
大会場のライブの臨場感を再現して車内を大きな音楽空
間に変えます。また、BGM的に音楽を聴きたいときにも適
します。
広大なスタジアム会場で解放感に満ちたサウンドがあふ
れだします。
ヨーロッパ伝統の大聖堂の響きを再現、小編成のクラシ
ックに最適です。
映画館や劇場のような雰囲気が得られます。

● サウンドフィールドがBYPASSに設定されているときは調整できません。
● 10秒間何も操作しないとDSP調整モードは解除されます。
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DSP MODE

6

コンプレッション調整 －ダイナミックレンジを圧縮する－

クラシックなどダイナミックレンジの大きなソースを聴くときに、ロードノイズなどの
騒音に埋もれがちなレベルの小さい音だけを持ち上げるので、ボリュームを変えなくて
も小さな音まで聴くことができます。

1. DSPボタンを押します。DSPインジケーターが点滅して、DSP調整モードになります。
2. COMPRESSボタンを押します。現在設定されているダイナミックレンジが表示されます。
3. COMPRESSボタンを押すごとにダイナミックレンジが下記の順で切り替わります。

∞
..............ダイナミックレンジを圧縮しない。（お買い上げ時の設定）

∞
........圧縮率が少ない。

∞

∞
........圧縮率が大きい。

ポジション切り替え －聴く位置に合わせてDSPを調整する－

1. DSPボタンを押します。DSPインジケーターが点滅して、DSP調整モードになります。
2. POSITIONボタンを押します。現在設定されているポジションが表示されます。
3. POSITIONボタンを押すごとにポジションが以下の順で切り替わります。

3S e pt

2S e pt

1S e pt

f fO

5

10秒間何も操作しないDSP調整モードは解除されます。

DSPボタン
POSITIONボタン

COMPRESSボタン

1ボタン
2ボタン

3ボタン

¢ボタン

4ボタン
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音響効果を楽しむ

∞
........................車室内の中心

∞
..前部座席右側が中心

∞

....前部座席左側が中心
∞

....................前部座席が中心
∞

......................後部座席が中心

ルームサイズ調整
－車内のスピーカーの位置、室内サイズに合わせた設定にする－

1. DSPボタンを押します。DSPインジケーターが点滅して、DSP調整モードになります。
2. POSITIONボタンを押し、ポジションを表示します。
3. 4または¢ボタンを押すと下記のようにルームサイズを調整できます。

R ae r

F nor t

F nor t Le f t-

F R g hinor t t-

AL L

● 10秒間何も操作しないとDSP調整モードは解除されます。
● ポジション切り替えは、選択されたポジションの音を強調するのではなく、選択されたポジ
ションを中心にDSP効果を出すためのものです。

● バランス／フェダー調整が中央位置になっていないと、正しいDSP効果が得られません。ポ
ジション切り替えをおこなうときは、バランス／フェダーを中央に調整してください。

7

● 10秒間何も操作しないとDSP調整モードは解除されます。
● ポジション切り替えがALLに設定されているときはルームサイズは調整できません。

........L a egr

....M de i mu

........S a l lm

1BOXやRVなど、フロントスピーカーとリアスピーカーが
離れている場合
セダンなど（お買い上げ時の設定）
コンパクトカーなど、フロントスピーカーとリアスピーカー
が近い場合

5 ∞

5 ∞

8
ユーザーメモリー －オリジナルのDSP設定をメモリーする－

DSP調整モードの全ての設定、調整を3つまでメモリーすることができます。

●DSP設定をメモリーする
1. DSPボタンを押します。DSPインジケーターが点滅して、DSP調整モードになります。
2.メモリーしたいDSPの設定にして1、2、3ボタンのいずれかを2秒以上押します。
押したボタンに現在のDSP設定がメモリーされ、ボタンNo.が表示されます。

●DSP設定を呼び出す
1、2、3ボタンのいずれかを押すと、「 (No.)」が表示され、ユー
ザーメモリーされたDSPの設定に変わります。

D MPS emo r y

ALL

Front Right Front

Front Left

Rear
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EQ調整モード －イコライザー調整モードにする－

EQボタンを押すごとにEQ調整モードがオン／オフします。
オンにすると「EQ調整モード」と表示され、イコライザー／アナライザーの操作ができ
るようになります。

イコライザー(KBS-KENWOOD Built-in Sound)モード
－設定されているイコライザーカーブを呼び出す－

1. EQボタンを押します。EQ調整モードになります。
2. KBSボタンを押します。現在設定されているイコライザーカーブ名が表示されます。
3. KBSボタンを押すごとにイコライザーカーブが下記の順で切り替わります。

∞

∞

∞

∞

∞
ac loV

a cD en

c koR

oP p s

aF l t

2

1

10秒間何も操作しないとEQ調整モードは解除されます。

KBSボタンEQボタン
1ボタン

2ボタン
3ボタン

＋ボタン

ーボタン

¢ボタン

4ボタン

6ボタン

a cD enoP p s

ac loV

c koRaF l t

注意
交通情報がオン中は、イコライザー効果が得られません。また、イコライザーの
操作もできません。
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音質を調整する

イコライザー調整 －音楽や車に合わせて音質を調整する－

1. EQボタンを押します。EQ調整モードになります。
2.4または¢ボタンを押すごとに調整できる周波数バンドが移動します。

60 120 250 500  1k  2k  4k 8k 16k 

3.＋またはーボタンを押すごとにイコライザーレベルが上下します。
プラスとマイナスに各6段階ずつ13 ステップで替わります。

イコライザーを調整すると、イコライザーカーブ名は「 」になります。U e rs

3

イコライザーレベルの調整は1つのバンドのみ上げるのではなく、カーブを描くように各音域を全体
的に調整してください。

U e rs

(Hz)

4
ユーザーメモリー －オリジナルのEQカーブをメモリーする－

1. EQボタンを押します。EQ調整モードになります。
2.イコライザーカーブを3つまでメモリーすることができます。
●イコライザーカーブを登録する
メモリーしたいイコライザーカーブにして1、2、3ボタンのいずれかを2秒以上押し
ます。押したボタンに現在表示中のイコライザーカーブがメモリーされ、ボタンNo.
が表示されます。

●イコライザーカーブを呼び出す
1、2、3ボタンのいずれかを押すと、「 (No.)」が表示され、ユーザ
ーメモリーされたイコライザーカーブに変わります。

E MQ emo r y



アナライザー切り替え －スペアナ表示を切り替える－
1. EQボタンを押します。EQ調整モードになります。
2.DISPボタンを押すごとにアナライザーが下記の順に切り替わります。

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

（イコライザーカーブ）CEQ eru v

Da c gin n

DR a i n opr

K i s s

H Ra e e efl r sv

B a dil rz z

R c eko t

B Fac kl l lo s

J Ump pu

HP a de k lo
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EQUALIZER MODE

5

DISPボタン
EQボタン DEMOボタン
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音質を調整する

HP a de k lo H Ra e e efl r sv

J Ump pu K i s s

B Fac kl l lo s DR a i n opr

R c eko t Da c gin n

B a dil rz z CEQ eru v

6
デモンストレーション －スペアナ表示を次々に替えて表示する－
DEMOボタンを1秒以上押すとデモンストレーションがオンします。
デモンストレーションのオン中はスペアナ表示を順次切り替えて表示します。
何かボタンを押すとデモンストレーションは解除され、元のスペアナ表示に戻ります。

注意
All Offソースモード中や交通情報がオン中、FM文字多重モード中はデモンスト
レーションの操作はできません。
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REMOTE CONTROL MODE

R
E

M
O

TE
 C

O
N

TR
O

L
M

O
D

E

1 2 3

4 5 6

7 8 9 MENU

0

TUNE

AM FM

ATT

REMOTE CONTROL UNIT

DISC

DEF

MNOJKLGHI

WXYTUVPRS

QZ

ABCア カ サ 

タ ナ ハ 

マ ヤ ラ 

ワ 

TRACK

SRC

+-

VOL.

RC-300

MEMO

FM
MULTI

CALL
DIRECT

OK
OPEN

CLOSE

OPEN/CLOSEボタン
フロントパネルをオープン、クローズします。

SRCボタン
押すごとにTUNER]MD]CD]DISC-CH]ALL OFF
の順に切り替わります。

VOL.ボタン
uまたはdボタンで音量が調整できます。

ATTボタン
押すごとにアッテネーターがオン／オフします。

ナンバーボタン
1～6はメモリーした放送局を呼び出します。周波数入
力モードの時は、周波数の入力ができます。

DIRECTボタン
押すごとに周波数入力モードのオン/オフができます。
周波数表示が点滅（10秒間）中にナンバーボタンで聴
きたい放送局の周波数を入力します。
例・ FM82.5MHz

押すナンバーボタン・・・・・・⑧②⑤
AM1134kHz
押すナンバーボタン・・・・・・①①③④

4／¢ボタン
4ボタンを押すと受信周波数が下がります。
¢ボタンを押すと受信周波数が上がります。

FMボタン
押すごとにFM1、FM2バンドに切り替わります。

AMボタン
押すごとにAM1、AM2バンドに切り替わります。

■ALL MODE

■TUNER MODE

MENU

ATT

REMOTE CONTROL UNIT

DISC

SRC

VOL.

RC-300

TUNE
TRACK

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

DEF

MNOJKLGHI

WXYTUVPRS

QZ

ABCア カ サ 

タ ナ ハ 

マ ヤ ラ 

ワ 

AM FM
+-

MEMO

FM
MULTI

CALL
DIRECT

OK
OPEN

CLOSE
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R
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リモコンで操作する

FM MULTIボタン
押すごとにFM文字多重モードがオン/オフします。

MENUボタン
押すと文字情報のメニューを表示します。ナンバーボ
タンでメニューを選択します。

MEMO CALLボタン
押すと文字多重情報メモリーの呼び出し可能状態に
なります。
1～6までのナンバーボタンでメモリーした文字情報を
選択します。

4／¢ボタン
4ボタンを押すと受信周波数が下がります。
¢ボタンを押すと受信周波数が上がります。

38ボタン
文字表示方法をオート／マニュアルに切り替えます。

＋ボタン
押すごとに文字情報を前のページへ送ります。

ーボタン
押すごとに文字情報を先のページへ送ります。

ナンバーボタン
演奏したいトラックNo.を入力します。
トラックNo.表示が点滅（10秒間）中に
4または¢ボタンを押すと入力したNo.のトラック
へサーチします。

4／¢ボタン
4ボタンを1回押すと現在聴いている曲の先頭へ、
押すごとに手前の曲へトラックサーチします。
¢ボタンは先の曲へトラックサーチします。

38ボタン
MD演奏のプレイ／ポーズができます。

7 8 9 MENU

0

TUNE

AM FM

ATT

REMOTE CONTROL UNIT

DISC

WXYTUVPRS

QZ

マ ヤ ラ 

ワ 

TRACK

SRC

+-

VOL.

RC-300

ナンバーボタン 

1 2 3

4 5 6

DEF

MNOJKLGHI

ABCア カ サ 

タ ナ ハ 

MEMO

FM
MULTI

CALL
DIRECT

OK
OPEN

CLOSE

MENU

TUNE

AM FM

ATT

REMOTE CONTROL UNIT

DISC

TRACK

SRC

+-

VOL.

RC-300

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

DEF

MNOJKLGHI

WXYTUVPRS

QZ

ABCア カ サ 

タ ナ ハ 

マ ヤ ラ 

ワ 

MEMO

FM
MULTI

CALL
DIRECT

OK
OPEN

CLOSE

■MD MODE

■FM MULTI（（FFMM文文字字多多重重情情報報））
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ナンバーボタン
演奏したいトラックNo.を入力します。
トラックNo.表示が点滅（10秒間）中に
4または¢ボタンを押すと入力したNo.のトラック
へサーチします。

4／¢ボタン
4ボタンを押すと聴いている曲の先頭へ、押すごと
に手前の曲へトラックサーチします。
¢ボタンは先の曲へトラックサーチします。

38ボタン
CD演奏のプレイ／ポーズができます。

ナンバーボタン
演奏したいトラックまたはディスクNo.を入力します。
トラックまたはディスクNo.表示が点滅（10秒間）中に
4または¢ボタンを押すと入力したNo.のトラック
へサーチします。
+または-ボタンを押すと入力したNo.のディスクへサ
ーチします。

4／¢ボタン
4ボタンを押すと聴いている曲の先頭へ、押すごと
に手前の曲へトラックサーチします。
¢ボタンは先の曲へトラックサーチします。

38ボタン
ディスク演奏のプレイ／ポーズができます。

＋/ーボタン
＋ボタンは次のディスクを演奏します。

ーボタンは手前のディスクを演奏します。

MENU

TUNE

AM FM

ATT

REMOTE CONTROL UNIT

DISC

TRACK

SRC

+-

VOL.

RC-300

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

DEF

MNOJKLGHI

WXYTUVPRS

QZ

ABCア カ サ 

タ ナ ハ 

マ ヤ ラ 

ワ 

MEMO

FM
MULTI

CALL
DIRECT

OK
OPEN

CLOSE

MENU

TUNE

AM FM

ATT

REMOTE CONTROL UNIT

DISC

TRACK

SRC

+-

VOL.

RC-300

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

DEF

MNOJKLGHI

WXYTUVPRS

QZ

ABCア カ サ 

タ ナ ハ 

マ ヤ ラ 

ワ 

MEMO

FM
MULTI

CALL
DIRECT

OK
OPEN

CLOSE

■CD MODE

■DISC CHANGER CONTROL MODE
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リモコンで操作する

文字ボタン
押すごとにボタンの上に表示してある文字種が切り替
わり表示されます。
例「英大文字」では2ボタンを押すごとに

A B C

「カナ」では1ボタンを押すごとに

ァ ア　ィ　イ　ゥ　ウ　ェ　エ　ォ　オ

のように文字が選択できます。

38ボタン
押すごとに文字種が下記の順に切り替わります。

「数記」 「英大」 「英小」 「カナ」 「かな」

OKボタン
押すと入力したネームが登録されます。

4／¢ボタン
4または¢ボタンを押すと文字入力カーソルの位置
が移動します。

＋/ーボタン
＋またはーボタンを押すと文字を選択できます。
文字ボタンを操作せずに文字を選択したいときに使用
します。

MENU

TUNE

AM FM

ATT

REMOTE CONTROL UNIT

DISC

TRACK

SRC

+-

VOL.

RC-300

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

DEF

MNOJKLGHI

WXYTUVPRS

QZ

ABCア カ サ 

タ ナ ハ 

マ ヤ ラ 

ワ 

MEMO

FM
MULTI

CALL
DIRECT

OK
OPEN

CLOSE

■SNPS/DNPS MODE

● 数字、記号は文字ボタンでは入力できません。＋またはーボタンで選択してください。
● 漢字の入力はリモコンでは行えません。本機から入力してください。
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CD 

DIGITAL
AUDIO

MINI DISC

MULTIPLE SOURCE CONTROL

  

ANG

FM  MULTID.SCNREPRDMSCNSCRLEQ

FC

DISP

PWR 
OFF 

FUNCTION

AUDIO

MD CD DSP RECEIVERDPX-910 MD

TI
ANG 

DIGITAL SIGNAL PROCESSOR

MODE

REMOTE 

USER PRESET M.CALLPOSITION DEMO
ROOM SIZE

SFC

SFC LEVEL
DBB

COMPRESS
KBS

MENU

TEXT

M.RDM

AF.S.

AUDIO

NAME
SET

D

P
S

S.

F.
B.

CLK
ADJ.

MD
OPEN
CLOSE

CONTROL

＋ボタン

ーボタン

¢ボタン

4ボタン

MODEボタン

NAME SET
/DISPボタン

S.B.F.ボタン

漢字入力のしかた
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SNPS/DNPS漢字入力モード
1. ネームセットしたい放送局、またはディスクを聴きます。
2. NAME SETボタンを2秒以上押します。
「Name Set」と表示され、入力できる位置のカーソルが点滅します。

3. 4または¢ボタンを押して、カーソルの位置を漢字を入力したい位置に移動します。
4. S.B.F.ボタンを押します。漢字入力モードになります。
5. ＋またはーボタンで入力したい漢字の読みを選択します。

6. 入力したい漢字が表示されていないときは、¢ボタンを押して漢字表示部にカーソ
ルを移動します。この状態で＋またはーボタンを押すと漢字列が変わります。

7. 入力したい漢字が見つかったら、¢または4ボタンを押して入力したい漢字にカ
ーソルを合わせます。

8. S.B.F.ボタンを押すと漢字が入力されます。3.～8.の操作を繰り返して表示させたい
ネームを完成させます。

9. NAME SETボタンを押すとネームが登録されます。

1

● ＋またはーボタンを押し続けると、漢字を読み順で連続して替えることができます。
● 入力できる文字数は12文字までです。
● MODEボタンを押すと漢字入力モードは解除されます。
● スペースは文字種の「数記」を選択後、＋またはーボタンで文字がでないところを選択してカーソ
ルを移動させると入力できます。

亜 ： 唖 娃 阿 哀 愛 挨 姶 逢 葵 漢 字 

い 以 ： 伊 位 依 偉 囲 夷 委 威 尉 漢 字 

あ 

あ 茜 ： 穐 悪 握 渥 旭 葦 芦 鯵 梓 漢 字 

あ 亜 ： 唖 娃 阿 哀 愛 挨 姶 逢 葵 漢 字 

漢
字
入
力
の
し
か
た

文字入力は複雑な操作です。走行中、運転者は操作しないでください。
禁 止
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接続のしかた

REAR

NON
FADING

–

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

+

FRONT

別売パワーアンプ

ノンフェーデイング／フロント出力

リア出力

サブウーハー
または

フロントスピーカー

リアスピーカー

別売パワーアンプ

（緑）

（緑）

（橙）

（橙）

（青）

（青）

（赤）

<白>

<白／黒>

<灰>

<灰／黒>

<緑>

<緑／黒>

<紫>

<紫／黒>

フロント左
スピーカー

フロント右
スピーカー

リア左
スピーカー

リア右
スピーカー

２スピーカー時のスピーカー接続方法

左
スピーカー

右
スピーカー

（赤）

（緑）

（緑）

（橙）

（橙）

<白>

<白／黒>

<灰>

<灰／黒>

接続しません

接続しません

（青）

（青）
（赤）

（赤）

実 施

ノンフェーディング、フロント出力の選択は17ページをご覧ください。

別売ディスクチェンジャー

※ディスクチェンジャーを2台接続す
る場合は別売のKCA-S200をご使用
ください。
MD6、MD66、C705i、C705srを接
続する場合はCA-KD20が必要です。

ディスクチェンジャー付属ケーブル

初めにエンジンキーが抜かれていることを確認後、ショート事故防止のため必ず
バッテリーの-端子を外してください。

1. 各セットの入・出力コードを確かめて接続します。
2. 電源ハーネスのスピーカーコードを接続します。
3. 電源ハーネスをアースコード（黒）、バッテリー電源コード（黄）、アクセサリー電源
コード（赤）の順に接続します。

4. 電源ハーネスのコネクターをDPX-910MDに接続します。
5. 取付終了後に、バッテリーの-端子を接続します。
6. リセットボタンを押します。

電源ハーネス
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ANT
CONT

– +

P.CONT

LINE MUTE

ILLUMI

BATT

ACC
バッテリー電源（黄）+
メインヒューズを通ったあとで、エンジンキーのオン/オフに関係
なく常に電圧のかかってる電源へ接続してください。

アクセサリー電源（赤）+
エンジンキーでオン/オフできる電源へ接続してください。

アース（黒）-
車の金属部分（バッテリーのマイナス側と導通しているシ
ャーシなどの一部）へ接続してください。

オートアンテナのコントロール端子やガラスプリントアン
テナのブースターアンプの電源端子へ接続してください。
接続しない場合はキャップを付けたままにしてください。

別売パワーアンプのパワーコントロール端子へ接続して
ください。接続しない場合はキャップを付けたままにし
てください。
ナビゲーションシステムのラインミュート端子に接続し
てください。

車両のイルミネーション電源端子に接続してください。

アンテナコントロール（青）

パワーコントロール（青/白）

ラインミュート入力（茶）

イルミネーション（橙）

車両アンテナ端子（サブ側）

アンテナ入力（メイン側）
車両アンテナ端子（メイン側）

アンテナ入力（サブ側）

エンジンキー

メイン
ヒューズ

ヒューズ

アクセサリー電源

バッテリー電源

バッテリー

●ダイバシティアンテナの接続のしかた
ダイバシティ対応車はサブアンテナ端子を接続できます。アンテナ端子の形状が異なる場合
は別売の変換コードが必要です。詳しくはカーオーディオカタログをご覧ください。

●ダイバシティ未対応車は
別売の汎用ダイバシティ変換プラグ"CA-83U"と汎用 のFMアンテナを追加すると、本機のダ
イバシティシステムを活用することができます。詳しくはカーオーディオカタログをご覧く
ださい。

●FMダイバシティシステムのオン／オフは20ページをご覧ください。
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取り付けかた

車両ブラケットなどDPX-910MD

トラスネジ
（M5 × 6mm）（付属）

バインドネジ
（M4 × 8mm）（付属）

別売のワイヤリングキ
ットにアースコードが
ある場合は本機背面に
付属のバインドネジで
固定します。

付属のネジ（M5 × 6mm）6本を使用して車両ブラケットなどに取り付けます。

別売のワイヤリングキットや取付キットを使用することにより、車にベストフィットした取り付けができます。
キットは取り付ける車種に応じて用意されています。くわしくはカタログをご覧ください。

●取り付けには必ず付属のネジをご使用ください。
付属以外の長いネジを使用すると、本機内部が破壊されたり、発煙することがあります。
また、短いネジを使用すると、本機が取付ブラケットなどから外れることがあります。
●取り付け前にCDやMDで動作確認をする場合は、本機を水平な状態にしてローディン
グ/イジェクトをおこなってください。

注 意

付属ネジ一覧

トラスネジ（M5 × 6mm）

バインドネジ（M4 × 8mm）

6

1

本機の取付角度は20゜以下になるように取り
付けてください。20゜以上の角度で取り付け
ると音飛びの原因になります。

注 意 20゜以下

6mm

付属取付ネジ その他のネジ

ヒューズが切れたときは、コードが
ショートしていないことを確認後、
ヒューズに表示されている容量（ア
ンペア数）の新しいヒューズと交換
してください。規定容量以外のヒュ
ーズを使用すると、火災の原因にな
ります。

ヒューズ交換のしかた

注意

ヒューズはアクセサリー電源コードとバッテリー電源
コードのボックスの中にあります。フタを押しながら
矢印方向に引くとフタがはずれます。
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故障かな？と思ったら
ちょっとした操作ミスや配線違いなどにより、故障と思われることがあります。
修理を依頼される前に、下記の各項目についてチェックしてください。

こんなとき どうして こうします
▼ ▼ ▼

電源が入らない

音が出ない/小さい

操作スイッチを押しても動
作しない

チューナーの感度が悪い

アンテナが伸びたままになる

MDやCDが入らない

ＭDを入れてもMD モードに
ならない

CDを入れてもすぐにでてき
てしまう

音が飛んでしまう

音質が悪い
（再生中ノイズが出る）

選曲動作をしても目的の曲
にならない

• コード類がショートしていないことを
確認後、所定容量のヒューズと交換し
てください。(➪ P.56)

• "接続のしかた(➪ P.54)"を見て正しく
接続してください。

• リモコンのアッテネーターを解除して
ください。

• 音量を適度に上げてください。
• フェダー、バランスを調整してくださ
い。

• "接続のしかた(➪ P.54)"を見て正しく
接続してください。

• "接続のしかた(➪ P.54)"を見て正しく
接続してください。

• しばらく、放置してから使用してくだ
さい。

リセットボタンを押してください。
➪ P.17

• アンテナを十分伸ばしてください。
• "接続のしかた(➪ P.54)"を見てアンテナ
コントロール電源を接続してください。

• ローカルシークをオフにしてください。
➪ P.19

FM MULTI MODE(➪ P.39)を見てFM文字
多重モードをオフ（多重同期インジケー
ター消灯）にしてください。

すでに入っているMDやCDを取り出して
から入れてください。

イジェクトボタンを押して、記録されて
いるMDと入れ替えてください。

• ラベル面を上にして入れなおしてくだ
さい。

•“CDのお手入れ”を見てクリーニン
グしてみてください。

• しばらく、放置してから使用してくだ
さい。

• 20°以内の角度に調整してください。
• しっかりと固定してください。
• 停車しても同じ部分で音が飛ぶときは、
MDやCDの問題です。

（CDは“CDのお手入れ”➪ P.10を参考）

他のMDやCDを再生して問題がなければ
MDやCD自身の音質です。
（CDは“CDのお手入れ”➪ P.10を参考）

ランダムプレイモ－ドを解除してくだ
さい。

• ヒューズが切れている。

• 入・出力/電源コードが間違って
接続されている。

• アッテネーターがオンになっている。

• 音量が最小になっている。
• フェダー、バランスが片側に片寄
った設定になっている。

• スピーカーコードが間違って接続
されている。

• ラインミュート端子が間違って配
線されている。

• 結露している。

マイコンが誤動作している。

• 自動車のアンテナが伸びていない。
• アンテナコントロール電源が接続
されていない。

• ローカルシークがオンになって
いる。

FM文字多重モードがオンになって
いる。

すでにMDやCDが入っている。

演奏しようとしたMDに何も記録さ
れていない。

• CDが裏返しになっている。

• CDが異常に汚れている。

• 結露している。

• 取り付け角度が20°を越えている。
• 取り付けが不安定になっている。
• MDやCDに傷や汚れなどがついて
いる。

• MDやCD自身の音質。
• MDやCDに傷や汚れなどがついて
いる。

ランダムプレイモ－ドになっている。
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こんなとき どうして こうします
▼ ▼ ▼

音質が悪い（音が歪む）

エンジンキーをオフにする
と、メモリー内容が消えて
しまう

DSP効果が得られない

故障かな？と思ったら

●ディスクチェンジャー（別売）を接続しているとき
こんなとき どうして こうします
▼　 ▼　　　　 ▼

ディスクチェンジャーモード
にならない

操作スイッチを押しても動作
しない

指定したディスクが演奏されな
い

チェンジャー表示はするが音
がでない

選曲動作をしても目的の曲に
ならない

本機のチェンジャー入力を接続してくださ
い。

本機のリセットボタンを押してくださ
い。

• ディスクのクリーニングをしてください。
• マガジンをイジェクトしてディスクを
正しく入れ直してください。

• マガジンをイジェクトしてディスクを
正しく入れ直してください。

• マガジンをイジェクトして指定ディス
クの No.を確認してください。

• 他のディスクを使用してください。

• 音量を適度に上げてください。
• リモコンのアッテネーターを解除して
ください。

• 本機のリセットボタンを押してくだ
さい。

ランダムプレイ／マガジンランダムプレ
イモードを解除してください。

本機のチェンジャー入力が接続され
ていない。

マイコンが誤動作している。

• ディスクが異常に汚れている。
• ディスクが裏返しになっている。

• ディスクが 2 枚同じ場所に入って
いる。

• ディスクの入れた場所と指定 No.
が違う。

• ディスクに大きな傷がある。

• 音量が最小になっている。
• アッテネーターがオンになって
いる。

• マイコンが正常に動作していない。

ランダムプレイ/マガジンランダム
プレイモードになっている。

• 適正音量で使用してください。
• スピーカー配線をチェックしてくだ
さい。

• スピーカー出力端子とスピーカー入力
端子間を正しく配線してください。

• ボリュームを下げて車内の温度が下が
るまで暫くお待ち下さい。本機内部の
温度が下がると正常な状態に戻ります。

“接続のしかた（➪ P.54）”を見て正しく
接続してください。

• フロント、リアの4スピーカーシステム
にしてください。

•“接続のしかた（➪ P.54）”を見て正
しく接続してください。

•“接続のしかた（➪ P.54）”を見て正
しく接続してください。

•“接続のしかた（➪ P.54）”を見て正
しく接続してください。

• フェダー、バランスをセンターに設定
してください。

• 音量が大きすぎる。
• スピーカーコードが車両側のネジ
にかみ込んでいる。

• スピーカーの配線が間違ってい
る。

• 車内の温度が高温のため、本機内
部の温度が60℃を越えて保護回
路が働いている。

バッテリー電源が所定の場所に接
続されていない。

• 2スピーカーシステムになってい
る。

• フロント出力とリア出力が逆に接
続されている。

• スピーカーの右と左が逆に接続さ
れている。

• スピーカーのªと·が逆に接続
されている。

• フェダー、バランスの調整が片側
に片寄っている。
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●以下の表示でシステムの状態をお知らせします。

EJECT : ●ディスクマガジンがセットされていない。
●ディスクマガジンが完全に入っていない。
など

No Disc : ディスクマガジンにディスクが1枚も入っていない。

No Changer : 別売のKCA-S200のCH1またはCH2端子にディスクチェンジャーが接続されて
いない。

Error 04 : ●ディスクが異常に汚れている。
●ディスクが裏返しになっている。
●ディスクに傷が多く付いている。
●ディスクが入っていない。
●トレイが入っていない。

Error 77 : 何らかの原因で正常に動作していない。
/Error 99 \本機のリセットボタンを押してください。"Error 77"、"Error 99"の表示が消

えない場合、お近くのケンウッドサービス窓口へご相談ください。

HOLD : 本機のMDプレヤーやディスクチェンジャーの内部温度が 60℃以上になると保護
回路が動き、動作しなくなることがあります。このときこの表示が出ます。
\本機またはディスクチェンジャーの取り付け場所の温度を下げてから使用
してください。

No Name : ●ステーションネームプリセットされていない放送局を受信中に、放送局名表
示にしようとした。
●ディスクネームプリセットされていないディスクを演奏中に、ディスク名表示
にしようとした。

No Title : タイトルが記録されていないMDを演奏中に、ディスクタイトルやトラックタ
イトル表示にしようとした。

No Text : CDテキストが記録されていないCDを演奏中に、ディスクタイトルやトラック
タイトル表示にしようとした。

No Track : 演奏しようとしたディスクチェンジャーのMDにデータが1つも記録されていない。
\次のMDを自動的に演奏します。

Blank Disc : 演奏しようとしたディスクチェンジャーのMDに何も記録されていない。
\次のMDを自動的に演奏します。

●演奏しようとしたMDプレヤーのMDにデータが1つも記録されていない。
\イジェクトして、記録されているMDと入れ替えてください。
●MDプレヤーが正常に動作していない。
\MDを入れなおしてください。

CDプレヤーが正常に動作していない。
\CDを入れなおしてください。

MDやCDが取り出せない、またはMDやCDを正しく入れなおしてもインジケーターが点滅したま
まの場合は、本機の電源をオフにしてお近くのケンウッドサービス窓口へご相談ください。

点滅

点滅

:

:
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●保証書
この商品の保証書は別途添付しております。

必ず所定事項の記入及び記入内容をご確認いただき大切に保存してください。

●保証期間
お買上げの日より１年間です。
正常なご使用状態でこの期間内に万一故障が生じた場合には、保証書の記載内容に

よりお買上げの販売店またはケンウッドサービスセンター、各営業所が無料修理
いたします。

●保証期間経過後の修理
お買上げの販売店またはケンウッド各営業所にご相談ください。修理によって機能

が維持できる場合にはお客様のご要望により有料修理いたします。
本機の当社規定補修用性能部品の最低保有期間は製造打切後６年間で
す。（性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。）

●ディスクチェンジャーなどの他のユニットを接続されているお客様へ
修理のためお買い上げの販売店、またはケンウッドサービスセンター、各営業所に

本機をお持ちになるときは、接続しているユニットも一緒にお持ちください。

なおアフターサービスについて、ご不明な点はお買上げの販売店またはケンウッド

サービスセンター、各営業所にご遠慮なくご相談ください。

保証とアフターサービス



●FMチューナー部

受信周波数範囲（周波数ステップ） 76.0 MHz～90.0 MHz (100 kHz)
実用感度（S/N:30 dB） 9.3 dBf (0.8 μV/75 Ω)

S/N 50 dB感度 15.2 dBf (1.6 μV/75 Ω)
周波数特性（±3.0 dB） 30 Hz～15 kHz

S/N比（dB） 75 dB (MONO)
選択度（±400 kHz） 80 dB以上

ステレオセパレーション 40 dB (1 kHz)

●AMチューナー部

受信周波数範囲（周波数ステップ） 522 kHz～1629 kHz (9 kHz)
感度 28 dBμ

ステレオセパレーション 30 dB (400Hz)

●MDプレヤー部

レーザー GaAIAs（ダブルヘテロダイオード，
λ=780 nm）

コーディング アダプティヴトランスフォーム
アコースティックコーディング(ATRAC)

デジタルフィルター 8倍オーバーサンプリング
D/Aコンバーター 1 Bit

回転数 800～400 rpm（線速度一定）
ワウ & フラッター 測定限界以下

●CDプレヤー部

レーザー GaAIAs（ダブルヘテロダイオード，
λ=780 nm）

デジタルフィルター 8倍オーバーサンプリング
D/Aコンバーター 1 Bit

回転数 500～200 rpm（線速度一定）
ワウ & フラッター 測定限界以下

周波数特性 10 Hz～20 kHz (±1 dB)
高周波歪率 0.01 % (1 kHz)
S/N比（dB） 93 dB 

ダイナミックレンジ 93 dB
チャンネルセパレーション 85 dB

●DSP/イコライザー部

A/Dコンバーター エンハンスト・デュアルビット
4次 ∆ Σ 方式 20 bit 
64倍オーバーサンプリング

D/Aコンバーター 4次 ∆ Σ 方式 20 bit 
128倍オーバーサンプリング

イコライザー中心周波数(Hz) 60, 120, 250, 500, 
1k, 2k, 4k, 8k, 16k

可変範囲 –8 ～ +8 dB
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●オーディオ部

最大出力 40W ×4
定格出力 25W×4 (4Ω、1 kHz、1%THD)

プリアウトレベル 800 mV/10KΩ
プリアウトインピーダンス 600Ω以下

●電源部

電源電圧 14.4 V (11～16 V)
最大消費電流 10 A

●寸法・質量

埋込寸法（W × H × D） 178 × 100 × 155 mm
質量（重さ） 2.9 kg

●付属部品

電源ハーネス 1本
トラスネジ（M5 × 6mm） 6本
バインドネジ（M4 × 8mm） 1本

カードリモコン 1個

※これらの仕様およびデザインは、技術開発にともない予告なく変更になる場合があり
ます。
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〒150 東京都渋谷区道玄坂1-14-6

●商品、商品の取り扱いに関するお問い合わせは、お客様相談室をご利用ください。
お客様相談室（東京）電話(03)3477-5335 〒153 東京都目黒区青葉台3-17-9

（大阪）電話(06)357-5335 〒534 大阪市都島区東野田町1-20-5（大阪京橋第一生命ビル）
（土、日、祝祭日および当社休日は休ませていただきます。）

●アフターサービスについては、お買い上げの販売店か、または、別紙「ケンウッド全国サービス網」をご参照のうえ、
最寄りのサービスステーション、各営業所にご相談ください。
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